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意  見  書 

 

 松尾地区地域審議会は、平成１８年７月２１日の発足から３回の会議を開催

し、新市のまちづくりに当たっての松尾地区の状況、課題について慎重に審議

いたしました。この結果を踏まえ、松尾地区地域審議会として別紙のとおり意

見書を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別 紙 

 

松尾地区地域審議会意見書 

 

１ ＪＲ松尾駅周辺の整備等について 

  旧松尾町では、駅南側を将来市街地ゾーンと位置付け、駅前整備や公共施 

設の立地とあわせて拠点地区を形成するとともに、幹線道路沿線に商業サー 

ビス施設が立地する複合的な住宅市街地の整備を検討しておりました。 

 市街地の開発・整備に当たっては、松尾地区の中心拠点機能、文化交流な 

どにより高次の都市機能を整備・誘導していく必要があるとともに、計画的 

に市街化を進め、良好な居住環境を提供していくことが求められています。 

  また、県が定める成田国際空港周辺地域における航空機騒音対策基本方針 

では、長生・山武地方拠点都市地域の交流促進地区として位置付けられて 

いるＪＲ松尾駅を中心とする地域の周辺整備を行い、鉄道施設整備事業を皮 

切りに、駅南側地域の活性化を図ることによって、長生・山武地方の北部地

域での拠点性の向上と交流の拡大を目指すとされています。 

 つきましては、ＪＲ松尾駅周辺の整備等を実施することにより、地域の活

性化が図られるとともに、将来、山武市の発展に寄与するものと考えられま

すので、旧松尾町で計画しておりました次の事項について重点的に推進くだ

さるよう提言いたします。 

① ＪＲ松尾駅南側広場を整備し、成田国際空港と連絡する空港シャトルバス 

が乗入れられるよう停留場を設けること。 

② ＪＲ松尾駅南側から容易に駅が利用できるよう、自由通路又は南側改札口 

を設けること。 

③ ＪＲ松尾駅周辺に公共交通拠点や商業・文化施設を集積させ生活中心機能 

の充実に努めるとともに、計画的な宅地開発による良好な住宅市街地の整 

備・誘導に努めること。 

 

２ 成田国際空港対策の推進について 

  松尾地区においては、航空機騒音対策は大きな課題の一つになっており、

公共施設における防音施設の整備、テレビ受信障害対策のほか、公共用飛行場



周辺における航空機騒音による障害防止等に関する法律による第１種区域の

指定に伴う民家防音工事などの対策を実施しています。 

 また、平成９年度には成田空港周辺地域共生財団が設立され、第１種区域の

隣接地区の防音工事事業や第１種区域内の補完事業が実施されています。 

 つきましては、旧松尾町で実施しておりました次の事項について、引き続き

推進くださるよう提言いたします。 

① 騒音対策区域の拡大と対策事業の充実を引き続き国及び関係機関に要望 

するとともに、市が実施する騒音対策事業の更なる充実に努めること。 

② 航空機騒音の障害防止に配慮した土地利用を推進すること。 

 

３ 地域性を活かした企業の誘致について 

  少子・高齢化対策、環境問題への対応など重要施策に対処するための財政 

需要が増大する一方、長引く景気の低迷により大幅な税収の不足が生じてお 

り、山武市が更なる地方分権に対応していくには、税収の確保及び地域経済 

の活性化を図る必要があります。 

 松尾地区における工業団地は、松尾工業団地、松尾台工業団地があり、既 

に企業立地が図られておりますが、今後､広域交通基盤の整備や成田国際空 

港の機能拡充に対応した土地利用を進めていくことが必要であり、新たな工 

業団地の整備とともに、松尾・横芝インターチェンジの波及効果を最大限に 

活かす拠点整備が課題となります。 

 つきましては、松尾・横芝インターチェンジを中心とした豊岡地域を工業 

ゾーンと位置付けし、企業の誘致を推進くださるよう提言いたします。 


